
れっし ゃ そせ

を通過し終って初めて回復する。もちろんその聞において抑ポ

タ γを押せばブザー の鳴怨を止めることができる。なお表示灯

を並但し， AXT. XT に列車が在るとき点灯をつづけ， 取扱者

に注訟を与えるようになっている。(小泉章三 . !l\ßllR吉之枯)

れ っ し 々 そせいけいかく 列車組成計画 組立駅において

列車を組成するに当っては， 極々の規定や制約があるので， そ

れらにもとづいて計闘を立てなければならない。この計画を列

車組成計画とし、う。また列車を組成することを列車仕立ともい

う。旅客列車の組成は答率運用表によりそれぞれの列111につい

て ， その列車の編成が定められているので， それぞれの列車の

所定の編成にしたがって，客車を述結し列車を組成する。貨物

列車の品111.氏に 当っ ては，それそ'hの列車の使命筏別に応じて，

つぎのnf(HlIにしたがわなければならない。

l 急行小口列車は，小口貨物の急送品そのほか急送を要す

るものを絞JIR した小口獄事 ・ 小口混紋貨物政JI1および別に指定

する 1'(Jliで組成する。

2 急送品列車は急送品積車， およひ.その列車の終着駅以遠

行の貨JI1で組成する。 ただし出貨低務j切で終着駅以遠行の}'1:車

がない場合には，前途の輸送力， 停車駅および停車l時間等を考

!低しでもっとも適当と認める行先の貨車を述給することができ

る。

3 輸送力列車はその列車の終指紋以遠行の}'(Jllで組成する。

ただし終活駅以遠行の}'i:11工がない峨合には， なるべく遠距離行

iや|工を連結する。

4 ローカノレ列車および中間駅において貨111を解給する混合

列車は， ま11立以聞における急送品 ・ または輸送力列車て。解結て、

きない1ーや11 で品II成する。

5 1-UFlJlï列車は代)JJ耶で組成する。この場合けん引力に余

力があるん出合が多いので， 代刑事以外の近脱出It行貨111，および

j急送品または輸送力列車の通過駅発新1:'tI11を連結する。

6 旅客および混合列車(第 4 号を除く)は， 相当停車 11寺|同の

ある組立以以遠行の1'1:車のみを，後付 して輸送することができ

る。

旅客列Jl1，貨物列車いずれの吻合にも ， 組成する車両のiili結

両数には長さと重さの制限がある。この制限を車数制限といい，

その耳工数を制限車数 と L 、う。そのうち俄l其1 111のけん引定数によ

る ;lilJ限は， 車両換算法による決算問数て'表わし換算制限 とし、う。

また線路の有効長によって， 列車の長さを制限するために指定

された連結丙数の制限は，現:qI て。表わされるのでこれを現牽制

限 と L 、う，車fl立駅において貨物列車を組成する場合には， m内

現在111，入込の状況ならびに中間以の述給申込み等を考服して，

指定されたw給方により， jj;lJ限耶数をこえない続四の耶丙を連

結して列車を組成する。ただし制限111数に余怖を銭すことは，

輸送能率を低 Fさせることになるので，極度に述結不足となる

場合には五li転休止の手配をとる等，述結11ï数に不足をきたさな

\，.ようにするのを原則としている。(山岸ωJ六)

れ っ し 々 ダイヤ 列車ダイヤ (英)train diagram 列車の運

転状態を一枚の図に表わしたもので，列車の審号 ・ 極ijj ・ 行進

い ・ 待避 ' l通過・停車その他列車の運転青lïi!ii上必要な事項を一

目で了解しやすいように作られたものであって，日常の列車運

転にまた新たに列車の巡転計画をする場合に必要欠くべからざ

るものである。列車ダイヤは縦をl時間総， t貨を (i;Oli場線で函し，

列ïl1の巡伝状態を斜線で表わしたもので， 縦 ' f.慌 ・ 斜の 3 似の交

差点が，その列車の位置と l時刻を示すものである。 この列車ダ

イヤを単に〆イヤと田名称 してい る。列車ダイヤには 1 分自 ， 2 

分自 ， 10 分目 ， 1 時間 目等の種類があって，各その使用 目 的に

よって奥なるが，縦線すなわち時間線は 1 分目より細かく分け

て線を引くときは， いたずらに表が大きくなって一枚の表に表

わすことが困難となるばかりでなく ，取扱にもまた不使を来た

すので， 秒の単位は記号をもって表わしている。縦線 (1時間線)

は 24 日寺問を左から右へ間隔を等分にし，償線(停車場線)は停

車場開の距離に比例した間隔とするのであるが， 突際には距般

のみで間隔を定めることは， 限られた紙碕で正確に表わすこと

に非常な無理があり，またこうして書いた斜線(列車線)は屈 [!ll

した線となり ， 数多い列車線を省いた場合非常に見にくくな っ

て非能率的になる。そこで線を整正する上からもまた小さな表

に書き表わす正確皮の点からも，停車場開の運転時間を基礎に

して，この間隔を定めている。列車の運転速度は常に一定して

いるものではなく，勾配(こうばい)によって上り勾配では遅く，

下り 勾配では速くなることはいうまでもなく ， 曲線によっても

速度は異な ってくるし，その他いろいろの条件により ，速度は

著しく J誌なるものである。ゆえに停車場開の距離の長短が，列

車ダイヤ面の停車場開隔と必ずしも一致しているとは限らない。

停車場線やH寺 f~jl ñ:1~fì太線と細線とをもって表わす。停車場線の

太線は主主E駅または接続駅て'あり， 中間駅は細線てー表わし，時

間線も太線はl時， 制級は分を示しているが， これが列車線にな

ると ， その極類が多いため太線，細線， 太点線，制点線， 鎖線

または 2 条線等で表わすほかに， この線または点線にいろいろ

の記号を付加して表わした線などで，その数は非常7こ多くなる

が，列車番号とともに線の機式によって列車の種類を知ること

ができる。

以上はある区出!と ， 01待から始まって 24 時に至る 1時間内の中

に記載された内容であるが，列車ダイヤにはこのほか欄外に列

車運転上霊安な l:JIJ.:Wが*示されている。欄外は左側と右側に分

けて ， まず左(J!lJには停車場名はもちろん，下り 列車に対する襟

準上 り こう配， Ji'iJ下りこう配，停車場開営業キロ程，起点から

の累計営業キロ程， その他停車場の極演を表わす記号等が記さ

れており ， 右側にはかな文字に よる停車場名 (電報時号)，単線 ・

複線 ・ 復複線の別，閉塞方式， 本線 ・ 待避線の有効長， 後関111

給水設備等が表示してある。列車ダイヤの実例は図 (1788-91 ベ

ー ジ)のとおりである。

ダイヤは作製方法および用途によって， つぎのような種類 ・

呼称がある。

1 1 時間目ダイヤ 縦線 (1時間線)は左方から右方へ 0 時か

ら 1 時間ごとに区切り 24 時までを 1 日 分 とする。用紙の大 き

さはA 列 2 脊を!'fJい 11時間の間隔を 20 mm とし，時間線のう

ち 611寺， 121時， 18 11寺は太線とする。 ただしとくに必袈あるも の

はこれによらなくて もよい。 一般事務用， 運転計画および整理!

用に ffj \，、られ る。

2 1 0 分自 ダイヤ 縦線 (1時間線)は左ブJから右ブJへ 011寺か

ら 10 分ごとに区切り ， 241侍までを 1 日 分 とする。 用紙の規絡

はないが績に細長いダイ ヤである。

3 2 分自ダイヤ 縦線 0時間線)は左方から右方へ O 時から

2 分ごとに区切り 241時までを 1 日 分とし ， 1 時間の間隔は 38

mm とする。用紙の規械はないが倣に細長いダイ ヤであって，

列車運転計図の基本として使用している。時または分表示記号

はつぎの例による。

時または分 15秒 30秒 45秒

¥1 "1。
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